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最近の 中国では、石刻関係 書が多数刊行 され てい る。 それ らは主 と して地域 を単位

とした資料集 で あるが、そ こには、従来未紹 介、あ るいは拓影や 写真 が初出の もの

が少 な くない。 ここで は、近刊の石刻書の うちか ら、元代石刻 の拓影 や写真、 ある

いは録文 を掲載す るものを紹介す る。今回は、2003年 刊行 の ものを、2004年7月 入

手分 まで掲載 した(書 名順に排列)。ただ し、『済南歴代墓誌銘』は、あま り知 られて

いない と思 われ るので、2002年 刊行ではあ るが、対象 と した。

済南歴代墓誌銘(黄 河出版社 可愛的済南叢書2002)

いずれも録文と注あ り

金故承事郎京兆サ録事判官杜公(枕)墓 誌銘(定 宗2年)60年 代出土

大元故菖密塩使司判官王公(深)墓 誌銘(至 元30年)早 年出土 拓本図版(蓋 と

も)

故都統劉公(海 東)墓 誌銘(大 徳2年)1990年 発見

元故崔顕墓誌銘(元 統3年)1992年 発見

大元栄禄大夫商税中書平章政事張公(友 諒)墓 誌銘(至 正15年)1993年 出土

有元故従仕郎河間路斉東県サ致仕藥君天祥(祐)墓 誌銘(至 正13年)1978年 出

土 拓本図版(蓋 とも)

威陽碑刻(三 秦出版社2003上 下2冊)

すべて、拓本 と録文あ り

延壽宮図(中 統2年)

創建大道迎祥宮碑(至 元17年)

道録張公法師(徳 琳)墓 誌(至 元29年)

少中大夫四川道宣慰副使倉都元帥府事都公(天 澤)墓 誌銘(大 徳9年)

故承事郎晋寧路同知解州事徐公(寛)墓 誌銘(大 徳10年)

西行記(至 順3年)

創修妙覚禅院碑記(至 正14年)

洪洞介休水利碑刻輯録(中 華書局2003)

録文 、訓点 、注記(か な り丁寧)あ り

重修明応廟碑(至 元20年)

重修明応王殿之碑(写 真あ り)

北雷渠彩絵東壁記(泰 定元年)

北雷渠彩絵西壁記(泰 定元年)

、碑陰 ・助縁題 名之記(延 祐6年)
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祭雷山広勝寺明応王殿祈雨文(至 正27年)

河村新潤済侯廟記(至 元2年 、介休県志より)

新 中国出土墓誌 ・北京[壱](文 物 出版社2003)

本書所収の石刻 の数 は、遼が8、 金が12、 元が11で 、 ちなみ に、明 は275、 清は

34、 民 国は8。 この本 について は、本号に 「北京石刻 関係 書2種 所収 石刻細 目」 と

題 して森 田 目録 をべ一ス に した もの を掲載 してい るので、参照 され たい。

中国長江水下博物館 一白鶴梁題刻(重 慶出版社2003)

長江の上流 、重慶市 の浩陵 区の北江の 白鶴 梁 には、水 中に唐代 か ら今 日に至 る174

の題刻 があ り、元代の ものは5つ との こと。紹介 されてい る元朝題刻 は次の とお り。

至大辛亥(4年)萬 州知州安国題刻 写真 ・拓影 ・録 文

至順癸酉(4年)張 八　題刻 写真 、録 文

パ スパ字6字 の題刻(写 真 ・拓影)

北京市文物研究所蔵墓誌拓片(北 京燕 山出版 社2003)

元 の石刻 は6点 所収。 この本 について は、本号 に 「北京石刻 関係 書2種 所収石刻細

目」 と題 して森 田 目録 をべ一ス に した もの を掲載 してい るので、参 照 され たい。

漢陽碑刻墓誌(中 州古籍出版社2003)

拓本、録文、解説がつ く、いずれも現存

雲峰寺碑記 下半分のみ残存、この本では至元5年 とするが、少なくとも至正2年

以降

静楽処士凋公(善)墓 誌(至 正14年)

大元贈敦武校尉軍民萬戸府百夫長唐兀公碑銘井序(至 正16年)

洛陽名碑集釈(朝 華出版2003)

いずれ も、移録、拓影あり

金故少中大夫御史程君(震)墓 碑(中 統4年)

※碑陰に 「程氏先埜之図」、「両程氏世系図」

大元勅賜河南行省参知政事張公(思 忠)神 道碑(至 元6年 、正確には後至元)

洛京猴 山改建先天宮記(至 元15年)

重興新安洞真観碑(至 大2年)

投龍簡記(延 祐元年)

皇元贈大司空晋国公少林大宗師裕公(福 裕)神 道碑銘(延 祐元年)

皇元故宣武将軍珊竹公神道之碑銘(泰 定3年)
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元贈嘉議大夫礼部尚書清河郡公張公(恩)神 道碑銘(致 和元年)

洛京 白馬寺祖庭記(至 順4年)

息庵禅師道行之碑(至 正元年)

大元重建薫梁達磨大師道行之碑(至 正7年)

雑誌関係

『文献』2003年2期 、延保全 「大元制諾特贈碑与鄭鼎」

陽城県に現存する皇慶元年の聖旨合壁碑の紹介。

『文物』2004年1号 、 「西安東郊元代壁 画墓」

至元26年 の比較 的長 文の売地券が 出土。写真や拓本 はな く、墓本 を掲載。墓 主は、

どうや ら無官の よ う。

『文物』2004年3号 、 「河北琢州元代壁画墓」

神位型 の墓誌 、 しか も裏 には系譜、が同葬 されていただけではな く、壁画の中に

も故人 につ いての壁記が ある。 こ うした ものは、当時普通に存 在 したか と思われ

るが 、 これ だけ揃 って 出土す るのは珍 しいのではないか。 同誌 には、 これ らすべ

ての録 文が掲載 され てい る。

(も りた けん じ 奈良大学)
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